
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

[笑う死神少女]プラネリア

ホリック

タナトス

ロマネスク

8歳

喪失

20

煉獄

10
勉強

いじめ

かわいい服

【57 双子】 私とアリヤは双子だった。 仲が良く、よくおそろいや色違いの服を着ていた。 お互いに服を選び合ったり、勉強を教え合ったり、二人だけの秘密を作ったり。 ある日、アリヤは私にこう言った。 「私は、こんな一族なんて消えてなくなっちゃえばいいのにって思う。フィグ達がいなくなったのも一族のせいだって知ったの。だから、こんな一族滅ぼして、2人でどっか行こう。幸せになろう。プラは私が守るから」 一族の中で幸せに生きる道を探していた私は、アリヤのその台詞に賛同できなかったが、私はしっかり耳を傾けていた。 しかし「魔女裁判」によって二人は引き裂かれる。アリヤの処刑が決まったのだ。 なんでもかんでも背負い込み、いつしか破滅を求め続けていたアリヤに私はこう言った。 「はんぶんこだよ」と。 私の半分はアリヤちゃんだから、アリヤちゃんを傷つけるのは私を傷つけるのと同じ。 私はアリヤの背中にナイフを突き立てた。1 2 3
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たからもの

フィグネリア

ステア

エルゼ

アリヤ

依存

保護

対抗

恋心

友情

3

3

3

3

3

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

サブクラス

メインクラス

メインクラス

腕

腕

頭

頭

腕

脚

頭

頭

頭

腕

腕

腕

胴

胴

胴

脚

脚

脚

頭

メインクラス

腕

業怒

時計仕掛け

死神

災禍

チェンソー

合金トランク

アドレナリン

アンテナ

ガントレット

キャンサー

のうみそ

めだま

あご

こぶし

うで

かた

せぼね

はらわた

はらわた

ほね

ほね

あし

赤い首輪

殺劇

名刀

ダメージ

オート

オート

ダメージ

アクション

オート

ジャッジ

オート

オート

オート

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

オート

アクション

アクション

ジャッジ

オート

オート

オート

効果参照
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2
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4

1

3
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自身

自身

自身

自身

0

自身

自身

自身

0

0

0

自身

自身

自身

自身

0

0

自身が与えたダメージにのみ使用可能。コストとして任意の未練に狂気点1点加える。ダメージ+2

レベル3の改造パーツひとつ取得

白兵攻撃の攻撃判定の出目+1してもよい

自身の白兵攻撃に使用可能。全体攻撃の効果を追加する。

白兵攻撃2+切断

防御1+爆発無効

1

戦闘中の1ターンに1度、コストの代わりに加えられる狂気点一つを無効化できる

腕のみ常に防御+1、腕部にある肉弾、白兵攻撃マニューバのダメージ+1

脚のみ常に防御+1、BPで移動時、白兵、肉弾攻撃マニューバ一つ、ラピッドで使用可能。

2

1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

たからもの

バトルパートで、同カウント内に他の姉妹が攻撃対象にした対象への攻撃出目+1、ダメージ+1してよい

白兵攻撃2+切断+攻撃判定+1
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